













































































































































































































































































































































































































文語の決まりや訓読の仕方を知り）での学習教材であることを考えれば、本文と現代語訳 によって物語全体の理解を求めている点は中学校での教材化 特徴と言える。また、本文の教材化が小学校での既習部分とあわせて最小限に抑えられているのは、 『竹取物語』 文体に関する問題も考慮す 必要があるだろう。これは早くから指摘があるように、以下のような『竹取物語』の文体的な特徴が影響していよう。　　















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作品冒頭の音読教材として位置付けており、音声言語に基づく学習活動が有効である。また教材が冒頭部分であることからすれば文法や語彙 難易度は低く、内容理解についてもある程度の可能性を有している ろう。つまり第五学年で 教材化は指導事項との対応も無理がないと言える。この学びを引き継ぐのが中学校第一学年での教材化である　
小学校での冒頭部分を中心とした暗唱・音読による学習を受
けて、中学校段階では、 『竹取物語』全体が教材化され、作品全体の理解へと学習が深められている。また学習内容も小学校での音読を継承しながら、登場人物や物語の面白さへの理解へと深化・拡大していく と言える。さらに自分 ちの生活や考え方などと関連させた「昔の人のも の見方や感じ方を知る」 （第五学年及び第六学年） 指導事項に相当する学習活動が可能となる手引きが示 れている。こ は「古典に表れたものの見方や を知る」 （中 校第二学年）にも連接習内容であ 。これらの学習の手引きは探求的な活動と位置付けることができる。　
高等学校での学習活動では、教材の表現を丁寧に読み取るこ

















































































































五学年及び第六学年）のように、 （ア の は音声言語によ
